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ウヲ胎i見の血清蛋白に関でる
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　　　　第工章　　緬　　言
　面乳重力物の胎児性・蛋白に関で・う、祝尻な、’9

∠4年径庭r50nに」りイ手牛血清中に二二特掬の

後野江㌔1ηの二二を報省亡てレズ来狛めうψtた

〔14コ　。Fε†レlnは胎偲あ1戎一長に癩拷・に関与ガ

ζ）威表因みと’てそめ／分離・精製が試みうれ

たが威∫カをみなかフた〔21，％コ．／962三二
rp参）‘ク3，ク8フに、よ7て’；∫ヒダ）て精製にノ戎巧力

乙プこ。

　Fe右u　fnはその後あ、二三Z’ご」9、脆’1巳血．忌中

ばかりτね’〈威牛血門中に・も1写左でろ二どが

銅うかにさψ・たが〔／／、∠4、／〃，／／2、、〃7，／錫

／29ノ／知、／3／、！圏ノ！40コ　、月台児4考嚢性蛋白力1ぢ

在左示ロ多した貨i、て3歪目にイ直’∂「’ζ）わ〃）と1いえる。

　α一フェトプロテイン1以下ハFPど蹄’の

は、電多し泳鋤上α位に素論彦をもつ二男に1涛

動彦・により月創易血清と威人血蒲の彦白／分画を

比襲麓町し肪易にね’存在しない威1分∫“三二雁

×を発易したあが，最初が三士であるぐ／2コ。

　　　　　　　　　1



次いで’963年肪212ゾらが移植性マウヌ：肝彦綱

胞が’マウヌAF：Fを産主すろ二乙を報一告〔3Z

｛乙ト肝癌にあ・いても同様め現象力∫起ろごどが

乃fO酉noゾに」り尾い歩さψt，漁．発4圭肝細月乞

癌へめ諺断的価値が注目う山うに闘った〔鵡

64／80ノ！∠3ノ／9フ．μ！ノμ5コ　ρ

　わが’1至」に；ら噛1て‘コ，ロ漸う〔92コを‘：9じめと

して㍗〈あ溺宛；四壁！4FP1フ／分離・精製．を試

〃，／りFPの物理イ乙タ的．勇、疫学的偉質の解

日月にどりくみ．脇廊だ元用さ乙れ9ク大〃ワ威早き

あげてしDる〔24、25．26，27．39，4〃，42．
43　　ノ　タ¢　ノ　多5　ノ　：タ7　　．　／！／　ノβ6　　，／47，　　0

　ヒトでIJ　，肝癌にたいする特喫的診断広と

して・Ouσらナをrヨor）ソ法、凹αndnじ去などのデ

ル内；死彦友、施が用いう畝でPためであろがノ

197／・年に囮4｝ol脚Moa≦5鯉彪が閉発’さψ｛・肝

災，国難斐，ほ振な乙σでA戸lp撚●．血中1こ増カロ

t〔5ノ、55’％コ、言た朗吟呈履τばあろが
正常1戎ノく　‘てもβ・左’すろ　ご　とカぐθ阿ちカ・とニノちア，プ（二

〔　！ノ6　ノ　／23　コ　　0

　　　　　　　　　2



　笏～畜にあ・ける冷FP〃りノ研屍ば，’968年々訪

／θ疑う〔65〕κより、ヘバトーマ’ご罹った威

仁丹病中κ謡い伝されためが・巖初の報一告であ

る・喫Pで、防6髭rオ5r4幻が澱粉デル電
気響動博覧τ㌧胎児に埼霧な覆…白を認あτし、

’う。1976・剛敵’1彦13う乙2コ’⊂」つて牛祭三児血盾

炉〃），4FPめ亥均二長が日月らク・にさ由たが、月台児・

血清中〃）月F？rついて勿・みであク．61，た二

く碁、礎楽書乾起呼を月i乏1ていない　。ブ9φ冷

雨ア）について’6r．胎児の威裟κ伴う．血f青ヰA

1＝Pづ肖養についての侮rl　5≦。nあ報省があろ

あみで〔％フ，叡畜4ハFP乙」呂トめAτ：P
茄宛に大rきく置」八でいろ＝現状’て：・あろ。したが

・て鰍医～参1領域での矛1用はまったぐあ乙なわ

ゾィていんrい　o

　AFPめ轍医零墨域での訓用，分野乙別て．

叡あめ腫瘍たどえば肝属！コ薇な羨病であク冷

FPを柔1帯してめ診断・法σ／余りに王昆慶性に軍

事し、・そこで彦えら添うりが脇床禦ラ直へのた

嗣であろが、ウシでは胎彪月FPが母体に言詮

　　　　　　　　3



行でろ〃・棚鼎翫して堤起さ畝う。正常妊振

で・胸行があムば付振診断‘ご元用できろ乙ノ通，

隔心でr8つ陽行ぜかに，胎盤にi動常が起ごジその

透心性がi昂進τろコとにより耳台i尼血中ハ；〔P

の母体血中へのあり得るなうこ幽をテェツク

し得る・ま之杜振翼常r胎’賑常）の際／影
トでIJ・羊水、「φLイ本血中ハFP“）蛮イz．が明ちか

となフていろごどを；考え！合めぜ、牛4髪常同

への元用も老え今由ろ。

　以上のエ∠：かうi着老は・叡畜，どくにウシの

ハFPに箔目し、その分離・精製に特舅的方

法ぐアフィニティー・クロマトグラフィー）

を用いあごない。胎児血肩ノ羊水、新望屍血
3看パ狂娠」≠血肩　，ノ雄・牛血．戸青，孝たアカバネ・

ウィルス霊送喫煙血染牛．広羊血講。月戸ア

についで霞壕｛ブこ。

　金冠血薦彦動軸徽’こみげろゆ劇亘の報姜

lJ　7クいがノ胎児つ威姦に年々ラ血揖’蛋臼！下心

ノ）勃雛σヤギノじツジ〔／oコ，プフ乙列コて・・

う締ぐんPろづにすぎす，ウ珊多重血清ゑ

　　　　　　　　4



臼について〃）報’告r6財」い，そごでウ三ノ影児の

毎蒲垂6ヨ／分画1（ついて獲討1　、あめぜて血満

後臼成命めラう武表的な、後臼でカろトランス

フェリン（巧）ノolz一マフウプロプリンピ薩ゆ

を分離・精製乙物嬰痂血清を得．肪’尼っ威篠
1：こ　プ：半ノ7う　塵ヵ発を厚月ろ　汐、’（二　し　　，てyら　’（二彰ノ婆　フ｝ロ

アリン（身ζ工96r）にっΩても擬潔～ためでそ

め威績を報省ずろ。

5



　　　　第丑章　ガ料屋〃・方広

　∠．三才；料

　婁，駿に歯た霧料ば，厚木虐肉セ79一に
潮髪入さUべ1こ三王振・平ぐ亦、ルヌi7イソ才塑ノ・年ノ≧r　2

－9才）足腰．今冬尼40頭（雄19頭・泥匪’6頭・

華墨不燃6頭）うう脚台2切、羊・’〈14例・雄

牛32頭，非馬脚牛86頭ど議題児3頭めべ7貌
杜娠継置を追釦・した例5頭めべ401玖1杜振3

ケ月から広無言で）、盛よび蒙聯省塚畜三主試

馬場で廿娠・牛、艮、羊にアカバしネ・ウデルヌ：を

傍挿した鍵層血盾3弾めべ’5顧，毒心寮母牛

1乃ノ11、岡ム琢）滑5頭，ブク羊水24例を〃ス

丁め亥、瞼に供し1乙。

　ガ無血庸la胎1見についてば’．鶏静・軽軽与

奪堅くねノじ翻聯想より得・オ乙。威牛で心緒

静鰍馬堀を難い，採血後37乞に1爵闇放置し、
3／ooOrアπ1　／15区分も闇黒！じし血〃テ与を！分㌧角住し覆1，14壼三碧毛「てま

で一20乞に保存しブこ。…羊水に！’易000rp〃7．／0／分’

闇直聴し．．血L云青と二1司店誓に蘇ア写しプと、

6



　2．　方法

■．　ノ蛋白量め測昆

　2．血清維毒白量の測妃
復心血病ヵ鉱毒白量r∂，渥雰「毒直ヨ計ピF日

κ）　差…1≡手弓し、：珪ヨ‘1ク養三し7∈二　ρ

　　の測尼

稗埠ハFP，σz目考’工9θめ滑万富量勾．

伽cro－k）2［40D去1ごよリ回り妃｛だ・

乙　／分離泳動，クロマトグラフィーめ隣あ

　測妃

・分離泳動の抽広蛋白疲の愚智量1σ．し）ωr3

，去〔7うコによってi創足し、71コーマトグラフィ

ーめ　β暑冬’⊂　任∫ノ分ラ乞う乞ノ7諸多十ζ　荘ヨゴエ　て　0　　1　）　280”γη

で彦ナ須」　し　1ヒ　　。

　4．月FP，伽H，Tチ，196「め妃量
／l　F　7：＝）　　ノ0直aトつ　　’一τチ　　，工96≠・め　グヒ三量在∋　　ノ∫ゴ。〆1乙”っi

彦〔77コによク行な，た．，

喫施広
〆）あうかじめ量を綬討乙に痂血清どノム5

　　　　　　　7



％アプローズぐ半・井ブと掌刈98ro≦2月一4う）当｝

疲酬86・声。・5べ・ナー1レ・べ・ナー〃Nα

縁衝疲砂煙アジ化ナトりウム）を但温槽（

55Zで；昆釦する。
　2）　ワグラヌ級2，複（1救ぱβ琴」天」塗布清）め

闇に，彦さ1翻のアクリノレ級で∫枠をつくり，

ご畝に蔽電導診痢アがローヌをピペットで慎

重κ入山ろ。

　3）ゲ1レ棘がぞ倉に固・たう、約1うん20綱
の闇隔に直径3旧田めグピをあ1’ナろ　。

　4）　ゲ’ル級表面を箔・干乾メ塚させた二獲，」既：翅

量の蝉吟｝、房疲を4．饅皓殉希釈％疲をっ〈’1．

ぞあぞぬ2μρずつマイクロンりンジで正確に

入畝ろ。また槍俸右同1様に注入し　，雌夢があ

」4ばつ希釈でノう　。

　り湿潤拍にゲル顧を〉＼畝、室温1こ昭時閉

以上71く乎に保つ　、

　θ　ナ命にπ鱒繭’が形威したう／ギズ彪・爾

で直径を測妃．右目くは痩海’こ詔ず・か5んハ）

’径白を彪・，流し、乾燥ヂ多瞭色して凝」十二でろ・

　　　　　　　　　8



　の椀肩」量を撫由に，ラ購鋪の半径め2乗

を綻軸に目盛11、、竣量線を作飯し／蛋白量左

ゴ之ン～ろ　。

　の　ハFP高濃序用rコ10％、低濃度用ばZ
％　，（ズ：z1ヨで」2％、’TチrJ　5、勿　、工g　6r‘」2％どノζ∫

るようにそ淑で幽才藻血〃青を’15％アガローヌ％一

癖こ加えろ（Fり一一α，1つ、2一α，2一わ、
3一α　、　3一と））　。

　2．セノレロース・アゼテート膜電え泳動法

　セーレローズ・アセ：ケート膜電え泳彰ウrま．5②

P・r・x隠士フィ1レム）を便肌，セワレロー

ス・ア也テート膜電気泳主力装匿㍗コズ毛つに

」りみごσつた：り飼養凌なべロナー，レ・ベロ

ナ’7レN・緩衝渡ぐ捌86・刃＝0・06）を用し1・血

清塗布量ピ8、σ8μ〔蛋自じ募彦に」ジ適猛薩城

すろ）　、履あ巾／〃あたり泌溜で50／分闇泳動

イ髪，ホ。ンソー3F～でう自宅7む　，　i三i壼θ月化’ご‘；≡∫う二’カ

リンを嗣いで．デンントメFリー‘コズモ・

スーハ㌧ブリック，500酬）乙て血歯屍：白／分勘

’但を得た。
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　3．　　勇ラ襲電気易く脚力法

　受疲電気泳動ばノ6：r訪orうつ方蔭を夢えて
；ち・てζ　な　っ　た二　　。タ華ζ＝ヌミr二10、x’or61　〆qgo璽r　ピ　02（o’∂Lゴm5†eJ）

を1％にべロナー’レ・’ベロナー’レNo‘囲86，
ノノ＝0・05　）　歪；i髪褄」了：液．1こら磨解し　ノOl％4乏蓼‘’！合・て“へlaN：3

を加えた。泳動にr庭：電流3．詔痂で2θ二間かう

2時闇半蓄電後，痂血晴溝を切ジと：り，痂血．

清を彦入，湿潤箱にて1・）2日間履海ケぜた

後κ昏昏電電観ノ察、‘匿蓼’て，託じて写填撮影亡

た。また好≠｝に際tては目元ハ1終了亡1そ寡天

聴を圭’食にっ‘す　・1日に　3へ4画圭ノ単寧ラi嘆5

3F三徳尊い礎・・／含、上弓壕白を隙黙し疏繰後ア

ミドブラック10βで151ケ闇蘇色尽，メ9ノー
ノレ・塁塞商多メく旛’褄，にて厚塗色乙て仔ア写乙た二．

　3．；謬天どプル内淀碑石、元

　α琳εr1・潤め初玄によリベワナー」レ・ベ

ロナー，噛緩徽ぐpH96・二二σ05）飢ぐ1∂
リン聯縫微（pH8’o、〃＝σ1）1沖天勧％右

乙〈はアガロースを疹％になる」うに盗かし．
0∬％〃）　彰’ノ／を〉でハ1α八13をしカロえ　ノ　乙5η⊃所めノを多「：さ’！て重・層
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1之。試料を入直たう湿潤箱で授死き仕，屋
三易で24～48日寿闇静置し　、観察泌穿に元じて写

彦撮影した。

　4　安秀勇痘語え易く動〃去

　Lαure‘」’玄〔ワりコを一壷13r珍えてチ了っ；ヒ．・通

常の更護衛え泳動に噸じて窮良禽κ菰廊5しろ

綱を卸プ20一勤ρめ血清を試料どし・3潮回
で2θ奇闇30ノ分通電一すろ。盈電ヂ多ゲノレを4え濠多し

から　1〃，γηずつ5ダηηつ巾’ご云77りどし）　、謡え・牛月「台1｝乞血

蒲ウサギ血蒲／oZ！含肩，L5％アグローヌ；叡慮

づノ：η刎＝に面素に6せろ。：高畝をさき4）泳動

ど直角：万飼にンらまア乙つフ2rηん6舶で・、約4碕房7産し

電し短元がナ／分に行なわψ1たウ∠写重鳩心後／

泌蓼に海じて普色保育すろ。

　う．椀血盾の存命
　腋毎緊切年越ご」種セの方広をどリ入ψ1て行

ないとく1ご、：≠荒身台’膏血〃青’に：ついて‘61ユ客・井f44」

‘てよフた・勇纐底物18体重3向解多め健庸な

ウサギ（σろべぐ薙）を1っの銃廊に財して

3凋すつ硬虚し！こ．洛種殖誕辰っ作製ぱ以下
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0麺疫ズケジューノレめ手，劇こ従フた。

　51．　抗！全血清切イ戸裂

　5・Lα・杭芋熱血晴ウサギ血靖め年製
　臣島赤的1＝うた血静董臼に貸船を認あね’レユ非

か王振午10昼項の血腫青をフ。一ノレし勇タ蔓用旋ノ孕κ　し

た，。フ。一1レ血盾をウサギ’ノ二刀；ちた1ク05ゆρどし

滅菌笠禽で侶に希釈し署量の戸rε副。岬1表

用luゆn‡’とを連緬針で・話pんだルアーロッフ・

ラリンラでエマルジョンをつくジ、ゴ山菜“

ω・たrfn・董1”の杖彪’⊂なろうでくソ返で、

生霊たエマノレジヨンを戯曲勇痘としてウサギ

足螺石肉’6ヶ戸ケあ・よび／全身1多1r’て注射する。

1置云誤、同様！」エゼノレジヨン老下馬中和こ

蓬身寸オろ。、初面勇護かう2週，間ヂ多、フ。一ル・」釦

靖を滅菌望彦～で約う諺！二希釈乙ウサギめ同町

を湖心乙／」がう外耳縁：・静脈：よ殉i｝射∠フ㌧ヌ

9一どガろ・1思葉後、畝駿康保血を行な‘，

彰護電気泳動みよび悪天ゲル肉5異異1深層で沈

勝線方よび力価を判越し、ナ／分一に国難価が上

ってい44‘；ダ／全涯采乙、血濡をノ分離彩多。・1％にNo　1）3
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を加え42もしぐ1：ゴー20Zに蜂彦した。づ1と
才痘体価が’系ナル〃賜命」てIJ再彦庭疫乙ナ房！」

：擁体価が得ろ司ろうで統けた。

　5・1・わ・叛一牛胎児／全血盾ウサギ血清4存製

　ら、1．と）、L．　豹そ六月6’菱Lζ4ケ月蔭〉）／全・哀訴の

　作製
　4ヶ1可／勢浮台i見」血清を5豆身フ。一ノレし勇痘用抗

看1ど（た・て6際血清巧消去∠」あぐかわずノ

砺あたジ03超り血盾に等侵めF陀岬a6加Fノ召た

砺ひゾ婦を渥力士烈た．ズケジュール1」，
51．α．と：！司じ　。

　5．1．わ．μ、二椀牛胎児ぐ’0ヶ同！今）企血清ヵ

　紙製

　／0ケ月冷胎児血盾を2頭プー’レ乙勇東食擁
／麹と：した二。ブ浮i裂方1宏‘；蔓．5。1，わ．‘。ど1司劣議。

　5，2．　　多一：孝重叛血〃青づ　イ戸製

　5，2・0・　4苑ウシ刀FPウすキ’血〃青の作製．

　5．2．α．し．

＝疫意え旅心し謙血爵藷に苑ウシ月露’胤4ケ
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月冷）ウサギ」鋤青を加えて3日間痩元づせた

4ちにハFPの沈隣線を注竜深ぐ勿ク敢リ氷
室／4・2りにて塾立中τ’魁闇1芝う。乙4際1

1日に3〈’4野芝凄液：を委興する。ナかに彪

彦したゲルを細τ刀後、滅菌茎禽κ‘琴酋づぜFr

e“η∂（》叩1施働“レ薦ごエマ’レシヨンをつ

くり毘i疫て「ろ。1週欄置に勇瘍乙ナノケな痂膝

価6貌血蒲ができたう探製すろ。

　5・2一α・zら　アブ∫ニティー・71コr7トゲラ

フィーで分離・精製した冷FPを切懸た9
2πり雰てFrε“nJ（⊃御P他ナ（9／｝d）ひ畝h†とエく7ルジ

ョンをつくり，初霜勇療ガろ。7直間後に彦

身力丁に冤回すろ。初事勇疫よジ2囲闇％に

ブーズフー細身雨雫なPD置闇獲／こ吉式探血㌧

棘血薦かrナノ分な十体価があ血1ざ、探血し際す

ノ分な場倉にね彪加州疫乙た．

　52・反　：坑ウシゐ岡ウサギ血清の年製

　9ε∠チ昆τrα†ゴ。η　ノ／分爵卜書重力でノ分商彦・精卜し

た4z肖を1砺寸たり，1吻あて舅多用叛雇ど
して用いた二．
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　5．2，（L　視ウシ呼ウヴギ血病弓作製

　リバ’ノー，レ5広熊ノP匠んEゼルロース・カラム

：7口rマト．グラフィー，ゲル芝戸逼1で一分離’孝青製

1た呼を1η列あたり2四みて勇獲用菰廊どし

て用いに。
　6　駆血晴4曜〃～z操イ乍三

　痂ウシ胎児血晴ウサギ血清の以下フぱ，非仕

振隼フ㌧ノレー血清でみこなった。乖血剃下に

プール血盾を2努かう優房矛で綬階汐ウに加え

37乞で1録事イン手ユベートしたつち，42
に一鳳凌被隠縫，1aoOO梱、15分闇薩ノ凹し．
上薦に、袴r討垂下。えろ。

　「zσ俳レ）／分離・：精製

　薩図は髭おu13eらによ♪で単離ン命力づ必た
もので，ぞφ／｝離・精製はエヲノーノレ／三島っ

Fr皿：一〇かう，号だ属涜黙す凱，リノvノール夢ヒ

殿などカ・ら宏溌ずろ例玄オ蹉があろ診圃ぢ．

貯；荷う〔9コら方彪を一閃婁えてあ・こなフた

（F’9・4）・鰍の鮪πd2癖・η≦“∫チ・ナε

をイ隔させてLI　P・pr・†e’nを彫（た。この

　　　　　　　　15



際戸余玄乙得：ろ］popr　o十♂n‘a、Loω6eηd寸ヨ

LrF・p♂ε’nであ9H’9層ρn乙吻LゴP・pr施

lnは1除去で・きない。フいでノ硫毎の50銘／飽和で

で・きたニラ吏厚多を≦ヒ戸hoJ2ズ6－200で’ゲ’ルロエ置，し　．

ぞめ第ユ」孝を」i集あて農絡乙ノ「再ノ彰ロラ笙ノ）潮田n

カラムτ’ゲノレ炉置乙κ誕の思料を分離泳重力

に・よフて／分画乙たCFI9．5）・！分離泳動は．
／分・与量κあ　者　ク：差力｛ノニ1〈　　ノ屑藝；髪＿泳重力」二易亀カノ妻7

の（：ど力騨ろ後白威／分のノ分離に悪用さ貞ている。

斐：涛4本ど乙て秘ω匂。n（ン870‘凹地13動ζ亡r“一

樹εn†　1n乙）を厚ipた。緩衝寒寒コノバロナー1レ‘

べ’ロナーノレNOI陣触腱（pH　86・メ凶二〇・05）を用い・

泳動用φ0砒rの断面嶺1α璃たグ3溜月r20
爵闇、盈室で酌電1た。涯1電，終了4多ブ6〃フψア’

っのブ〃ッフ1ご歩刀リ広乙，皇／食τ’3置〃1乏P一ナ

／分に種臼を楽典乙た。抽法乙た」蛋白ば，堅靱

略槻で劇定で巷ね’Pので，Lo酬り蔭に」・て

測建乙滑分画を謬縮獲、麗疫窟え泳層けノ

覆心した、
　≦3。　マチの／分一商屋・矛青林
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　吾の分離精製広にぱカぐの方広〃｛あろが1

このうう他の血清屡白明艮入をで栃た’けさ

召’o吻ooごヒ’d；りeLαこ†a†ε）雄用乙た鷹影法

が、美f用・さψ1てい；うぐ3う．99．／／4，／／7♪。つ

の方砿の濠理σPケた噛に矛昭フ7，点〃こカぐ解朗

さ憎ていタい・が／ア1レブミ●ンについてみうと：．

アルフ“ミン／分手の陰イオンとリノVノール4一

働の陽イ才ソと：が静電力啄的に，結、合かうため

に起ごろどいわμていろ・また：アルカジ性の

疹、導車、イズン強彦が思いぽ6物昆澱任菌

ろ毒白（6乃吻α、月ρx．であろ詠牛血蒲

かうのりノベノー吻¢澱τ18，エ96，HρXの丁

重か玉台であ6ので．ごの城／分予診ラ拶匹1墨

に示乙だ。
　9．　ノ4FPのノ分商屋・精製

　旦α・　下馬一才五体禎！合体刀・6づAFPσ、分

　　　　離・平様
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　AFPσ命与量、考電点共に血晴アルブミ
ンにi髪とく」江い　，したが㌧て［盈常の・初理氾学

的方広（非呼声的方彦）つうり，ブブノ〃：換

クロでトブラフィ’，襲ρハnJ儲によゐデ1レ炉

開，1ごけでは」純：一斗とク外すごとがマ」なIJだ’困

難な／ごけでなく　ノ他の；蛋白勿汲入をさけうた

あんに川望量を犠牲κしな！すレkばねbろ／」し」。

　そこτハFP冷離・精製あ翠黛どして，梼
喫拍血備と早見血即き形威ぜ乙の・で嵌をPθ

λ8で角弓離’ざせAFPを得る問う〔41、θ2コの

厩を嗣いだ・砂7ば本法のチ1。ω5ちeεてτあ

ろ。黙黙、中、早早1ど：最渉IJ易適、比で1昆ずろ甲

乙・また痂看レ才π体複合体4）解離・乖与命’η野

作をぐリ」産乙行ないノ報凛・当体レズク画安薙

物を「㌧分に彪い宏ろごとめ2点が肝孕で・玄ろ。

批ノ卿3と・つかなク強b酉多チ主κ県翻ろ
賄闇ば極力短P＝：どが’望参しい　。

　9・わ．アフィニラィー・フロフト7ラフプ
　　　　一によう1qFPめノ分褐屋・業青蓼と

　’アフィニラf一・フ1コーマトプラフィーは．
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ノ種のワ経箔フロフトァラフィーで湾うが．ぞ

め：担膝が／ケ離しようと：する吻窃κ寒して物累

帥な畷痛伊用を一下て「と・1ク点で他の糊着クロ

マトグラフィーど・控諦を喫にし　、サた1／分離能

も非常κ島い．繁務性め担体一目的物質漁あ壱一

伽」ノ＋分に紹乳嬬勝事ど浸〉離ノつ・で・

環範潅件態λうど純粋な飾物質が得られ
る　。工mmaηoρノ≦6Pらθ月寸　ど乙てご61．イフ才ノ・ケ襖

樹胎！ゼルワース誘身体ノ7凋王タ〉ハブ管
網。ワマー・赤血孫烈一ワーマ・≦£早撃・∫¢！参

どククぐみ右づひ”あろ。扱い易いゑで●OVβパ0乙†’一

ゾa†eJ～2凶αro5こ4βψhor切odαF的召‘あεmf一
（二，（λ1≦；　＝）　 を　 工栩ノ？っαηoζ2ζ＝ノ5（：）声一と）θη一Z＝岬　 ど　 乙　一～r　1≡弄『7　し，　1≒と二　 θ∠＝ンダ

βr－06カレα孟eグ5セP加rO∫ε4βに紡倉させろ断

熱ご‘ヨ、痂血伽乃。／麺を例韻字べ奄で吻

うが，ノ〉倒は（レター0プリン、分画を用いた・ま

た理黒馬κ1コ／埴彦・撮渉複倉体・ノグノ〉離乙

元物馳鰯悩みを用・嘘ば易6重当であろ筈
であろ・0＞3r－o‘一口≠ε4タ甲廟ro∫248・漿一血

薦（r－70ブリソ／ケ画どのC伽PllngどハFP務

　　　　　　　　　19



2づこの匿田1ヨ‘8　　’1〔∫9．8‘てi【し　表二　ρ

　乏2　ウシ胎吃血盾ハFρあ律夢堰稗

　ちケ月々胎児血蔚を用い、彦煽砺母后セ
：ヲ0　ノ　∠μ）　、　50，　60　，　70％虐乞柔フと：二／ξ「ノう　。♪う　∬ごっク∠7え，ノ

4『ご‘（二i日勇，∂ワ置ヂ委，3000rρπ1、20／分’闇透≧1じ4多

淀鰻はPβ5に疹解後Pβ5に釘して透前乙
含易を0うμ0と：．しノ」：二病ねPβ…3に直撃佑，コ

ロジオ’ンバソクにて濃締05認と：して，田。化1η1

落κ」ワ、老月rP墜ち求あプこ．

　／Z　ウシ胎りZ血盾めクノル，た置．

　うヶ月！今月冷暗血L彦脅2幽ρ乞グイ80・0’1）1ト・リスー

虚酸雛被ずσ2剛ααに薩祈循・∫2吻伽
θ一／i50．2メ90乙〃2、〃涜遂20’滅レ％パ了覧ブノレシラ葱し．ノ歩

冷画を慮縮，0ひ訪伽1・吻法τ寵刀F戸）どあ痩

庇柱をみヒ、ケた　鶏彦喩え泳層で纏嗜1乙1こ・

　／2　ブ9羊水のゲル炉過，

　ブ9羊水づ50％虐解坊測量をウシ胎児血盾ど

同様κブノレ瑳置をあてなP、洛分画乙読叶

バFPとの痩π程をみた．云た勇護旅動τ｛ノ

覆索乙た。
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　　　　第：匠章威　績
　1．　．岡宮擁～藪6ヨ量

　月多児血清総蛋白昼‘6［，胎冷2ケ1可より10ケ

月の孕シiフが三｝∠丈∠o％ぜζ’あ・1こ　．また適々’を達乞

フてみろ∠、2ヶ月！今／う工0ク％2，ラヶ月ノ令24・

工〃4・卿．4．ケ月冷24±犀卿，ちケ月ノ今3〃エ〃4

婬．∠5ヶ1司ノ参26ゴ：612％2、7ヶ月「ノ令40ゴニ〃7g多げ，

8・ケ月！4シラ：4エ〃3艇！9ケ1「1／≧＞3・6エ44勉ノ／乞フケ

月冷42ま46膨どなグ、酒面の直ホ1ご従・て総
鳶色ヨ量σ噌カロ乙　ノ／0ヲ月／告で・r；y2ケ戸1／今のお

よそ3倍の蚕日量とな，たr7乙6ノε去£ノ7η罫

9一に）。

　主後／0臼以内のi暫笙児血清班・蛋白量傅6ノユ

〃4躍τあフた　、

　2．　セ：ノレロー　ズ　・’アセ’テ’卜目莫電多と」承夢ガノ分

　　　画但
　2．1．　’アルフーぎン！

　アルブヨソIJ月ノ〉別1て2ヶ二号32〆。エ200

％ノ〃45ま・／9％鶴3羽々32％ユ・25％．
∠299　ゴ：∠2／3　9／乞嬉　　、4　ヶ　1可／令・∠60ノコヒ三i4」ρ　％　、ノ吃
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〃9：：仁ご2229／をノ珍　、うヶ月／令粥．5わゴニ295％；，／ク9

まク43ヨ膨ノ6ケ月冷5〃・64エ66／％，／54エ

4〃ク9膨ノクケ自暴67ク雅4α）彦，2％エ協

〃諺、8プ月／今夕，Zエ49ク％．2／7丈〃2勉
9ケ月／》∠∠5：〃ユ：600％　，222ゴニoo49ン包～．ノ0

覗冷あ万ま／25％、269工躍4〃レ4乙なっ
た：。2ケ月！今τ・‘」ア’レブ●ミンか●血晴維履白」量

あ約30％を占あてあ．リ胎1見4Z戎・長1（＝伴毛「。て

増加乙　，／∠）ヶ月／令τにぎ26タ」fO449膨ど耗フ6

諺のザ碧」量ど、なり　，血云青，総蛋白」冨づ磁刀0ば，ア

ルアミ〃確加！けうど＝ろ大儲ろ・

　z2・（ヌーグロブリン
●6産一一　フ’●仁7フ“リ　ノ’rコ　，2　テ1可／i＞54，鬼クユ5允）．名．

076主・279超，3ケ熱冷タ65エ鋸5％，／
ηエρ2／タ！艇，47阿冷4≦，あエ5／3男．ん硯

エ425タ艇．5プ働国論〃丈2／9％．／〃0丈
∠2267．タノ麗　，6’ヶ19メ》33．46エζZ8・ζ％！∠287ゴ：〃・

〃9艇，7←寒冷29．勲工22／％，ρ92エ。∂4
9／と∠4　！　3　ケ　β7／》28．」2ユ4：ク4％　　！、ク97ゴ　‘：2／9タ鶴

9ケノ…7／》2872ユ527箔ノ／∂タコ＝62／8．タ／4∠1、πフ
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ケ月冷950ま／60％；．∠24／エ‘ク／39〃ど・乞「）

た。

　2・3・　／3一グ’ロフクン

　ノ3一ク・・仁フブリンに「2・プ月「ク・う隙々にす曽ヵロ乙，

ノ。ヶ1可ノ》で約2鋸屡どなろ。卿蔓電気頒加

戸∫プ見ク・う〆3位に泳動され；う血清1戎！分‘’JTナ寄州

4本て・・あク　、月台児6ノ戎馬に伴・る「う／タ　ークーηフ“グ

ノづ物0！」呼の鋤0κよう右づで・あろ．

　24．　♂一フ”βブリノ
　∂一一　グ1コフ．ソ　ンIJ少・む4ブ列て．’産かに言乏めう

れ；う涯ノ多であろ。

ぐフ乙β／θ　／一〇　，1「う　、7：弓4・クー乙2．9一∠》）

　生後〃日クズ斜め初乳摂三新隻1見‘η多履白／ゲ

彦｝・‘6∫　、アノレブミ♪・∠429土　7ク2　，249エ〃4多％4

（メー7’ロブ’リン／880エ4。2ク％，〃9タエ423勉

／3　一　ク”とフフし’リ　ソ／．30丈　　．　　％　，〃7ノゴニ4／3勉

0『一　7涯コブグ　ン／230ま4．〆8：％　ノ、ク89工〃29ヨ敷レ

と：，初乳かラ勇疫グ’ロブリン乞摂〕母野たでと／（

渉リ影児勢ヲκ‘コ朗1瞭に認〆・ら畝なかフた∂・一

フ”汐アグ　ン／分・画が記溺　ろ　山た二　。
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　3．　勇痔窃’え泳動／分π

　4ケ彫》胎’尼血清を勇疫電え泳動で、分脅ブ
♪うど，4苑ウシ舵1児で4プ1『1ノ》）／全血P青ウヴ’ギ

血．；青∠：の闇と1612、本のπ酵系集力ζ1常に認あられ

フルブミン，（プi－Lpノ（ヌ’一！4†ヒノハFP．（プ2岡・

d2－Lp，刀の7本づク即下が同定可脅乏であフ
1乙　。ハFPlε∫（メ、ど（：メ2ク’クブリ　ンの中間。伍置

に泳動さ直ノf漉rび伽蛋白と確認づ幽た
（　τ＝’9・ノ；0）

　4　安差傘痩電柔旅重ヵ／分才ケ

　安差勇彦電気泳動法1（より．判屍できぢ綿

弓鰍」14τ卿亥電え泳動玄κよろう勿廓影／2

湊」リ汐い数と，なった。：：の方彦でIJ袴雍な

威ノ分どぐに，通常’の下多雇7え詠動～賀」半’！妃で

きねい。　位の血下履臼4冷離4卿よく，ノ恥ぱ

の撹．血1青で潔，彦rアプローズ疹∫覆にたいすろ）

次妾ろなし・かろ，　しり衡ケσぞづ威命4纏、彦

に民例万うめτ試料中の7ク＜φ1威ノ分あ建覆ワズ

国玉にできろ；剥点・があるr7；17／1）　。
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　う．　遊血．〃青めク1）収

　舜ワヲ筋児／全血晴’ウザキ血清と非妊振ヰプ

ール血～青畷画比ね1，ノ眠った。卿擁気
泳動、O」Cち勧ノ・四で膚凹し、ウヲハFPに
ク証すろ埼喫貌血盾であろて：と：：を、確認かた。

　6　ウシ肪児血靖AFPの蕨単寧1単一

　β2卸疏夢κ」ろ胎児血爵4FPの沈殿でヲ0
％虐乞カフでは艇澱がみつれずに，70％髭力です

べて4月FPが’淀殿乙た：．’ア’レブミンのω西

師ηを置るために‘」，50％楽師フて・・41％り面収

孝ど即戦σ犠物ごしなけ剃ゴなうなし侮12λ

　くZ　ウシ肪児血痛’のゲル伐楽聖，

　ウシ陥無血晴を5εPちod砿6一椥乙ゲノレデ置ず

ると　，国尽・血清と同様に3フの偉が認めら直

擁ウラ’／勾FIPウザ’ギ’血1青どめOu‘ら寸brlonヲ法

でrξ「、葬3峰のみど痩馬乙た。更疫権7気泳動

で霞索すうと：第1璋rJ（乃凹，第多峰IJア1ムブ

ミン〃蓬弊であろどてうかう．ウシ’ハFPIコ

アルブミンどほぼ培い・冷与量を廟ずろ巳ど

が雁記づ畝た（F19．’3）。
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　9．　ブク羊水のゲノレ，戸旭

　ブ9羊水を潔縮、麓御愚母印％虐乞馬喰屏隻の

離雀幽た．彦／分画老乖巳トハFPウヴギ血備

ど0“あ†eh1。り広で擬索ずるど第9分画と沈

瞬綜：め愚亭がみう由之・診／分画と痂ブタ血清

ウザギ血11青との彰多電気泳動で！多3嵯／⊂1∂

フ’しブミ／がβ直ブろとご勿・ろ，ブタハF

Pぱアルブミンど／分母・量六ほげ・等乙いごどが

確認さ幽た。うた第4，5ノ分画σ痂ブ9血病

ウサギ血病と艇隣線を形威ぜず羊水に物・蟹的

な毒臼であろご乙が示吻さψtた〔F19．’4）・

　9，　ウシAFP〃ウ／分離・精製

　9：／．才π諏・導体皇天体よクのハFPの分

　　　　離・精製

　ワ畑マ坑ウシバFP乙胎児脇田どめ易直比‘∂

綴衝5痩1てよう豊町ノΨフーン’ま，Ff旦15に示し

たθ易フ4孝⇔！蛮性’珍彦遅た櫛；外／ケ与の重

1合体であフ，易2d孝は抗体ノケ与，銘9雌！急冷
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Fρが均在すうめで、そら部／分を集〃ク戸IHを中

・陛に震建て＝コロ三ンフrンバックで濃1醸し・Pβ

15に封乙で透薪オろ。この威鳶ワσナ量切：擁疹

老中柱に乙ても寒寒乙；「圭ず’うごと：1コなく可三房

柱の植諏・躯体稽馬体を形／加でいうと兇の

畝」う・っuでPβ5で緩衝死乙た金所。∠似θ一

励，2xg伽でデノげ置ブろぐFゴ9。15♪・豹嶢σ

糠体！分与であク．第2屋孝二回目4志す月7＝Pで；ち

つ之。：第2ル季を薮縮後，退潮1電P．え髭衆動、0び幽一

花rノ・nヅによクのFP綻屍であろご6が贋

言彦ど1て‘」すぐれでいうがノフ炉量0擬起請’

を碧脅マうどいう欠点があ・た．。

　9。2．アブ∫ニーティー・フロ・7ト7’ラフィ

　　　　一によう冷FPめノ分離・精製

　本広によう喫鹸zの1例をあげろ～二，蝋画夢鴻

儒0》βr－o乙暴慢十θ∂曳帥びγo～ρ4．β■gあた

グ約／乙り四の読血z病¢一ク汐フラン／分筆が能ノ診乙／

ご勿グ5・r伽プ／9∠コ2－3！ツあ不惑ρ旛

β鴨る屠量緬フた．月饅血痴」汐ラムにゆ
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ツ〈ワ，胤諺合κあπ・かう紡・フた獅陥

華分をナ，ケに茨・・流すごとカぐ肝孕であろ・

　委広IJ李下に30〆ケ間あ冶ぼrr！ケτあク．但

歩ペフーソはFゴ9，16・に，寸｛た，。づた二こあカラ

ムめ最早話診房量（」刀ラムを蘇直むプ夢用立で

も殆んど但馬乙ない・〃ラムプ曝以象コ恥λ
」：二あ便用に伽えでみり収耀動つ勿落～’80％ど極

あで満足すべ’きもめでちフ1こ。

　尚精製月FPの《Zルローヌ・アゼテート膜

電ゑ・旅動の紡果IJFゴ9，iワ・に勇穫電気派動の鯖

喫ね砂，ノ3，に示乙／乞・

　左2　ウシ・ブフ・乙ト月FPの勇護喀的女
　　　差’任

　漉しト冷FPウヴギ’、ウマ血清σウシ眸’乞

血清ノウラ’AFP乙凌泥乙景勝線を寒威ガろ。

ケたブフ羊水、ブ9冷FP粗／ケ盈4どむ1ラ元三

た．コレhりの亭契かうウシ月FP，プ9月F
P＝粗1分画、¢トハFPは卿十1αむ｝∂eη亡ボ句を

1〒【’ず（F’9．’乙7♪。しかし　ノ」がうノ・市華々調乏｛乙ト　／午FP
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ウマ血盾ζミド：リナ客）はブタ刀1＝Pど1ヨ艇

跨線を形威すうが．ウシ月多献血盾ノウシβF

Pとσ，々、苑・∠な‘L。ヨ／こメ痘ウシノ41ゴPウtナキ”

血戸青縞，乙ト・ノ4戸P、ブ●ク！4FPどに1々涜ご．し

なか，た。

　！二　血清みよび内覧月：FP

　〃7．彫1心血病一AFP
　胎1見越．清心戸Pσ2ヶ月／》て乙’すでにヲ87土

0461四蜘0ど純後臼量のヲ0％を占めろ血晴塵臼，

∠乙て参在し　，アルプ’ミフを凌質乙’てuろ　．

つ・・で3プ阿冷でノ≧胎内期閉菌重じて書壇の

7017工銑／4〃吻捌2と：：なり4ヶ月ノ今600工〃5殉祝．

5ケ月／》ム9クエ〃82〃躯，6テ国章26／エ
ご：2フち’gzタ／力∠，ワヶ月！今・／／／ゴ：o，／2拶／〃∠ノ8》夕！ヲ

／〉〃75工009！η9痂∠／9ケ々ノ今437ゴ0∂／，／〃プ

月冷〃4エク・2〃ヨ／諺と胎’見の燕姦κフれ一τ

減ヅ乙た。

　フフ影〆鉗て●’1σβFlα1で一方の202ηりんρにぐ

うべ弛万rJ／ク8〃〃〃と両老’⊂わで汐・、な芳次重

継ろψしノ∠ケ耳平均26／工0’形ノクわず’啓に
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但いハFP」量であった。β戸’0224フリーrマ
ーチン倒で1つ両老κ雇｝的／」，差；重r’」ね「ク・つた。

　羊水に喫常が認わう山ろβ戸ノ029ピ8ブ月
／i＞．客♪で∠；」，8ヶ月／i》の孕均〃75エク〃タ・％∠

κぐうべて222吻∠どヲ屠〃月Fρ〃ぐ測妃さ

畝1こ。「矛た耳町内ラL直後とみろ諏ろβF／〃34でrJ

”プ酬》の豹卯4エ〃2！痴・∠’てた一（て・

〃〃42〃獅らノど疸・・魑を寸こだ，テた：刃FPめ

量σ畑ご邦差1朝岡ち昭卿・フたで陛下2，

砂・20）・

　ノZ2．新生児血盾ハFP
　新鬼芝血痴コ樹本が短飾バク頭姶姓」か
フプこ　。乞にノ塗仔奇「血ナ青仁挙隅　r＝1P♂Joo72〃初〃z∠と　3

肩置場高崎の卿分のノατに諏ナし，1日
百Ooクフエ〃・o〃タ耀タん2／2日1ヨdク〃∠6エク〃6；励4

6日日「κ‘」∠704／卿〃∠　と：ノ」ク／0日だ7！：＝1ヨ「竣広

で・きノ」ぐブ」つた　．

　ウラ・月1＝フ）〃）ま吻掌的半城；鄭1コよ二言乙呼量値

かう討写によジ柔あヶ％日どねらたζ砂2θ．
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　夙3．　ウク羊水二戸ρ

　樽町帽FPI」昏酔た二等が2ケ1亨冷／
創、3ブ彫〉／創，∠．洞々・5創，5ケ月冷

ノ例，6ア月倉／切．3ケ月冷2創，9，／0
ケノ可聴景1とナ！7汐・♪た．

　汚々／今の姥」彦萢ご」．2ヶ扉〉〃063・勿／認，

3テ月冷0み∠〃ワん乏／4．71ヲ、冷0謎／エ4・06

四〃．5夕月冷〃5／曜ん乙．6ケ所今4047

〃加4で3ヶ鳳冷以後17撫口びパ広〃・診～塵ムx

め動亀と非常κよく〃ていたσテ922）。

　／Z4、威牛血清刃FP
　滅尽血晴rM　1＝P’」，被瀞．血清離教／56頭

で躍ヲ2，雌／24フにつuて荏凌1たうう、伊

予ヲ2鍛7含例槍広さκ∫かった。雌辛r廿振
牛ノ非揖群）につ一でσ、8πω29，ア汐ハ嶋

ネ’ウメルヌ拷種突駿牛ぬ幽2‘いか㍉阪もτテ振

・牛）め計2’頭にフいて認あ5躯た。
　群／0291ごつ・・で7r；1　，そ’4）厚6｛尼．局〔／〃29つ　」位z蔚

41＝Pづ超量のど二うで勧べたが．羊水に
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望常君認あうれろもので，伺月冷乎均但め3

彫奪いう力FPカご劃尼ざ直たものでムろ・ま
1こ．アカバ吃矛’ウィ’レズ得煙喫、験牛！吻622／こ

フuで庖．／9乃準4月μ日三振昌昌’ごアカノベ

ガ・ウィルスを忘種5月2ク日κ流々r釘月琴）

した症劇で‘あワノ「伽乙，パ法1こ」リラ死瞬翰が

認めうψtたづぼ5同5日の血病’て“あった。

　三淑ら2創の血清箇　，殖ウラ19FPウサギ’

血清ど碇拷藷7を恥部Zね隔かったが拒’ワラ141二

Pウザギ血晴で哨i収揉作1すろこごによク、；薬

勝輪rう満夫が認屠うれたこどかうノ潔彦ど乙

て16∫，は17けだがないが乃Fアど下唇認ぐ直た

（7孜ム1ε3．，月923）・

　／2　血清蛋白ノ戎／分。／分1離・一郭製

　ノ2．ろ　6研プづ／分離㌦精製

　艶ρ転016ズ6－2α）5ρx2髭〃〃ヲムめ湯広ノ、θ

ターン1∂召9．24．にノ再クロマみ∫5轍4ぬφ刎

20メヌ∂‘〃汐ラムの疹止パターンぱ石425．／ごノ分

離尿伽／、’ターン’∂砂．26，に示1た．冷離㌔

精製乙た早期あ舅側臥東，泳動ノ0αあナerノ・凹
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の結果μ砂27κ示乙た・
　／22　7チφ／分離・精製

　つ匹涯一三ルローヌ’汐ラム：7ロマトグラフィ

ーの計2ρ勿斑　κよろ房飲パターン∠」早馬
に・施ρ弓認8×6：・ノ50・20X％・乙〃2め房蛮パ9一

ン1」刃9．29／こす1た，眼界誰精製乙扉を

品づ金牌ノ電ター磐代！0レあ抱r1・ngη紗果ね・

万4．30・に示1ノこ・

　ノ3．．血．清～蚤自戚／分‘η庭7屋

　ノ3ノ．　（缶〃の昆量

　月台1巳血膚（〆z髭1♂」2プF1！今07ヲ6；工01’9叩9ノ窃（7／

3ケ月々あ卿却246吻械、4州／〉μ％エ
026；6嗣g〃η0．5ヶ戸1／》孟308二仁0256、、6ブ1『1ノξ》Z4

68：1二〇ノ23η％1、7・7月／》孟692土0．199朔姻，9

ケ月々・L280土0350噺1／9ケ月焼膨6エ042’
〃⊇9／勧乙　ノ’0　7　月／今b243δ工0769どβ台4冒　づ　威．長と：と

わκ堕罪乙　、でどに2ケ月からヲプ月極にか

けて約2屠乃糟勿乙なフたのが特徴的17蛮化

であった∂／こ滅ヰ781頭り乎均1値σ4／8ζゴ：

〃7ノ励∠ど国母血靖（〆z”弓撃均1／5あ土〃5驚啄∠
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の約2フ」傷であフた。

　厚台内玩彦ア多どみられ・うβア／〃ヲ4τ・な・／クヶ月

／》κ帥・かわ5ずその鳴り24勿工∂ク∠91痂∠っ

約半量／3；78〃易4〃・ノ乙かカ’〃’）た．

　ケたフフ骸ψま訪…2多ゴ4ううβFlO”、！4／Z3’

1咲κ薙）σ励ぞ唾／3ク2．／252昭碗∠差回

l」認娚畝ゲ∠ヶ細砂均／468」・／23〃躍
ノクわブ5●かんナなか）た．β戸〃22．刀・β・

gラ月冷ではフリーマーチン例τあり．メ雄が

2586！η蛎∠，雌が2222どヲ7月！令4ヂナウ26．彪工
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　ノ3．3・エ96め｛定一量
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につつ・＼・で中性でろ「内フ仁フくぞト1こ’ろ方彦力ぐ

闇繕づれ辱知σ潅歩をみた〔泓コ・卿8どい

どっで1主宰zね’でとτ均るカこ乙4彦イ牛に／41二P

l・」ナ／分マてノ疹・えろるづτ●メ～・た。ゼづヲ多．リノで
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アガリーヌを獣性化獲、酵’巽西慈心・1空グカ㌧ン

ドζ特疑建白感些♪乞乙で薄画すうてど1てよ
り　ノ，多心匠…豪1う肇青製に7張τカ1て以某．忽～望仁
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易下し・7コノイフ／ウヴギ／7グZ丞φβ！1＝か
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を回りて擬態7・され／67ガ海多！・」花乙ト！4；FP
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lJ“?巣g沼1＝アウマ血靖17，ゑい重尽力，園圃（テ

乙／ウンノピツジ，フ．’ク，ウザギ，タフ／え
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+

+

10 % dextran

 1 M CaCl        2
1 hr at 570C,

eentrifuge 10

Precipitate
  (discard)

 Gel filtration

      Dialysis

 Re gelfiltration

      Dialysis

Sample for

Supernatant

                                          min
                                        at 4de

Precipitate Supernatant (discard)
    SolubZe in PBS

    Dialysis against PBS 2 days

    Change buffer

    Dialysis against pH 8.0, O.1 M Tris-HCI

            buffer + O.2 M NaCl

      on Sephadex G-200, 5 X 75 cm

      against pH 8.0, O.1 M Mris-HCI buffer
                               +O.2 TVI NaCl

        on Sephadex G-200, 2 X 90 em

      against pH 8.6,IL = O.05 Veronal-veronal Na

                                   buffer

  the `ZOne electrophoresis

    sulfate 2 ml
           10 ml
     overnight at 40C
     ,OOO rpm 15 min at 40C

50% saturation
overnight at 40C
centrifuge io,ooo rpm i5

Fig. 4. Procedures for the preparation of bovine ct 2M



     Pevikon C-･870

         Wash several times with distilled water

         Wash several times with Veronal-veronal

         buffer pH 8.6,PC= O.05

    Packed in charnber

    sample application 5.5 ml
      JiEiectrophoresis, siiimA!cm2,2o hrs at 4 c

    Cutting off the block 1 cm and wash 5 times

                                with saline
        '    Each fraction's protein concentration was

    measured with Lowly method (500nm)

     eoncentration and dialysis against distilled

       i

purified ct 2M

Na

water

t

Fig. 5. Procedures for

bovine ct2M bY

 the

the

 preparation of

zone electrophoresis
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Fetal sera 100ml + 550ml O.4% Rivanol

centrifuge

preipitate
(discard)

supernatant

  dialysis

  7O%

  centrifuge

     at 10,OOO rpm IOmin

  ' against PBS

saturation with SAS

       at 10,OOO rpm 10min

precipitate

,

                   supernatant
                    (discard)
dialysis against

PBS

50% saturation with SAS

centrifuge at 10,OOO rpm 10min

preeipitate
 (discard)

Fig.6.

DEAE

    supernatant

        dialysis
        O.O05M,pH

cellulose colurnn

st

O.O05M PB

O.Ol M PB

against PB
 8.0

chromatography

(pH 8.0)

(pH 7･4)

O.02 M PB (pH 7.4)

         Sephadex G-150

                 collect

                 and

        Purified Tf

Procedures for the preparation

concentration and dialysis

against Tris-HCI buffer+O.2M

Nacz

   gel filtration

    first peak,concenPration

dialysis against distilled water

of bovine Tf



Supernatant
  (discard)

Repeat

e-- t-- -

twice

Fig. 7.

Fetal serum

    Add antiserum against AFP at optimal

    precipitation

     Stand for 60 min at 370C

     Centrifuge at 3,OOO rpm 15 min in the cold

      Precipitate

        Wash 5 times with eold O.15 M Nael solution

        Dissolve in O.1 M GIycine-HCI buffer pH 1.8

        Centrifuge at 10,OOO rpm 15 min

Supernatant Precipitate
                      (discard)

     Neutralize to pH 7.0 with O･4 M Na2HP04

     Stand for 60 rnin at 57 0C

     Centrifuge at 5,OOO rpm 15 min

 Supernatant Precipitate

   (diseard) Wash5timeswithcoldO.15M
                    NaCl solution

                    ----------- -. .----- --- - --e pt- -e-        Antigen-antibody precipitate

             Dissolve in O.1 IYI GIycine-HCI buffer

             and applied to the Sephadex colurnn

        Sephadex G-･fi50
     r-ti '-m'.r.
   AFP Anti-AFP

Procedures for the precipitation of AFP for

anti-AFP -- AFP complexes

--

pH 1.8



1. CNBr-activated Sepharose 4B (10g) washed and swelled

   several times on the glass filter with O.Ol M HCI

2. Washed several times with eoupling buffer : O.1 M,

   pH 8.4,Brate-borax buffer + O.5 M NaCl

3. Stirred with anti-AFP y-globulin fraction (20ml)

   for 4 hrs at room temperature

4. Washed with eoupling buffer for to remove uncoupled

   protein and treated with O.1 rVI Ethanol amine

 5. Washed with O.1 M,pH 4 Aeetate buffer and coupling

    buffer

6. Sepharose 4B coupled anti-AFP y-globulin fraction

    applied on column

 7. Washed with coupling buffer several times

 8. Fetal bovine serum applied on Sepharose 4B column

 9. Washed with coupling buffer under O.04 (280nm)

10. Eluted with cold O.1 M,pH 2.4 Glycine-HCI buffer

    + O.5 M NaCl for combined AFP

11. Measured the absorption of each fraction and neutralized

    to pH 7.o with O.4 M Na2HP04

12. Dialysis against PBS and removed insolubled precipi-･

    tate

Fig. s. Procedures for the eoupling of antibody to the

         CNBr--activated Sepharose 4B and preparation of

         AFP by affinity chromatography
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    Table

  Age

Months of

gestation

l-a. Electrophoretic composition of

    in bovine fetuses

No.of Total
cases protein
         (g/dl)

Albumin
(g/dl)

 serum protein

Globulins (g/dl)

2

5

4

5

6

7

8

9

10

2

2

7

7

5

5

4

4

2

1.5 -- O.7

2.4 ± O.4

2.4 ± O.4

3.0 ± O.7

2o6 ± Oe2

4oO ± Oe7

3･4 ± Oo3

5o6 ± Oe4

4o2 ± Oo6

O.45 - O.18

O.89 ± O.15

1.09 ± O.22

1.79 '- Oo45

1.54 ± O.07

2.74 ± O.04

2e17 ± Oo22

2.22 "- O.04

2o69 "' Oe44

O.76

1.27

1.09

l.OO

Oe87

O.92

O.97

le05

1.10

- O.27

± Q.21

± O.25

± O.20

± O.19

± O.04

'- O.'l9

"- Oe18

± O.04

o.

o.

o.

o.

O.

o.

O.

Oe

O.

l6

19

l5

22

l5

50

26

51

41

-

+
'

+

+

+

+
-

+

+

+

o

o

o

o

o

o

o

o

o

.

.

.

.

.

e

o

o

.

12

02

05

07

06

05

05

05

13

(mean ± SD)



 Table 1-b.

    Age

Months of
gestation

Electrophpretic composition of

in boVine fetuses

No. of
              Alubumin
cases (g/dl)

serum protein

Globulins (gldl)

2

3

4

5

6

7

8

9

10

2

2

7

7

5

3

4

4

2

32.10

57.95

46.01

58.80

60.64

6 7o77

63o76

61.50

63.75

'-- 2.00

± O.25

"- 5.40

'- 2.95

± 6.6Z

'- 4.00

"- 4.99

'- 6.oo

"- lo25

54.90

55.65

46.66

53.11

33.46

23.50

28.52

28.78

26.50

'- 5.90

'- O.65

'- 5.15

'- 5.19

"- 4.86

'- 3.2Z

" 4o74

'-- 5.27

+- 2.90

9.00

8.20

6.66

7e56

5o70

7e20

7.62

8e53

9.50

+
-

+
-

+
----

+
"

+

+
-

+
-

+
-

+
-

4e20

o.4o

Oe91

1.25

1o92

O.70

O.91

1e35

1.60

(mean ± SD)



Table 2. Serum AFP

function
 level of fetal

of gestation age
bovine as a

   Age

Months of
gestation

No.of
cases

male
Sex

femal AFP (mg/ml)

    2

    3

    4

    5

    6

    7

    8

    9

   10

Days after

2

2

6

5

4

3

5

2

3

1

1

4

2

3

o

1

1

3

1

1

2

3

1

3

2

1

o

5.87 ±

7.07 ±

6.00 ±

4.90 ±

2.61 ±

1.11 '-

O.75 ±

Oe57 "'

Oell ±

o

o

o

o

o

o

o

o

o

.

.

o

.

.

.

.

.

.

46

14

55

82

76

12

09

Ol

02

o

1

2

6

10

1

2

2

1

1

1

1

1

o

1

o

1

1

1

o

  O.072

  O.077

  O.066

  O.04G

  o
(mean ±

+

+
.--

SD)

o

o

.

.

O09

O05



Mable 5.

Prot

AFP

with

.No.

in the sera of

 Akabane virus

experimental infeetion

b
o

v
i

n
e

g
o

a
t

6 20

(inoculation:

6/5 13/5

6/sx,

 19/5

abortion:

   26/5

17/6)

 2/6

622

(inoeulation:

14/4 21/4

1 4/ 4,

28/ 4

abortion:

   5/5

    +

27/5)

12/5

8

(inoculation:

29/1 10/2

3/2,

 17/2

abortion:

   24/2

28/5)

  3/5

X day/month'75



Mable 4e Serum

as a

 ct2M Zevel

function of

of fetal bovine

 gestation age

   Age

Months of
gestation

No.of
cases ct2M (mg/ml)

2

5

4

5

6

7

8

9

10

2

2

7

6

4

5

4

5

2

O.756 '- O.

1.524 ± O.

1.154 ± O.

1.308 ± O.

1.468 ± Oe

1.692 ± O.

1.sso ± o.

2.686 ± O.

2.435 ± O.

119

O 46

266

258

125

199

550

421

76 9

(mean ± SD)



Table 5 Serum

as a

 Tf level

function

 of

of

 fetal bovine

gestation age

   Age

Month of
gestation

No.of
cases

Tf (mg/ml)

2

5

4

5

6

2

2

7

4

2

t tt

1.

2.

2.

2.

2.

t
t

21 5

46O

475

458

435

.1 O,. 7,

±o

±o

'- o

±o

±o

±o

o

.

.

.

.

'

085

5 40

486

26 8

248

7., 7, ?



Tab1e 6. IgG eoncentrration in

bovine fetuses

the sera of

Prot.No.

Months

Age

of gestation

IgG (m g/m1)

10t7 8 1.18

1028 5 O.05

1029 8 O.24

1052 7 1.55

1055 2 1.79

1054 10 1.48
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